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就労支援から療育へ伝えたいこと
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・情緒の安定
・適切な関わり方

・社会体験
（企業や福祉サービス）

・進路は本人の歩み
と共に

働く力、生きる力を付ける（キャリア教育）

①役割行動による自己肯定を育てる。

②自分で選ぶ力を付ける。

③得意なところ、苦手なところ、手助けしてほしいことは何か。

④サポートファイルは子供の特徴や関わり方。自ら体験し将来の自
立を考える機会が必要。

⑤合理的配慮を正しく理解する。
・給料をもらって働く。
・配慮があればできる具体性。

①働く力をつなぐ

②雇用現場から

Ｈ２７北播磨障害者（児）地域自立支援協議会 就労支援部会
・ＪＣ支援後の追跡調査から（定着率７１．７％）
・圏域内６名のＪＣによる１２７名の支援経過。
・退職者３６名の理由

本人の理由 １９名（５２．８％）
会社の都合、環境の変化 ８名（２２．２％）
本人と仕事が合っていない ５名（１３．９％）
転職の希望 ２名（ ５．６％）
その他 ２名（ ５．６％）

※本人の理由は、本当に本人の理由なのだろうか。
①職業準備
②企業の育て方
③支援機関の関わり 等

・自分で考える力。
・相談できる力。
・仕事のマッチング。
・チームの中で役立っているか。


